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成人式・桃の節句・春分の日、もうすぐ端午の節句 
   

  穏やかな年明けに足取り軽

く初春から気持ちの良い幕開け

となりました…ですが、世界が

一つになるパンデミックが。統

計的に感染症は１０年に一度襲

ってくるそう

です。今回は

Spanish Flu以

来の大襲来で

しょうか？と

すると、丁度

１００年。渡

航の自由が COVID-19の世界的

な広がりのきっかけになったと

見受けられます。現代のテクノ

ロジーで拡散されたようです。

その反面、IT技術の革新により

有用な情報や意見が個々人・地

域などの小さな組織で検証さ

れ、又、有益な情報をもとに対

策が講じられています。 

 経済活動を停滞させてはいけ

ない。患者を治療する公費、雇

用継続を助成する公費、会社経

営に希望を持続させる公費

等々。これらの財源は税金で

す。経済の流れには必ず税が課

されています。「食」の購買は

経済活動の主軸です。忘れがち

ですが。 

 「捨てる神あれば拾う神あ

り」イベント等で生活を維持さ

れていた方々の足元を掬った今

回のパンデミックですが、この

タイミングで必要とされる職に

チャレンジすることも可能かと

思います。非常時に特化して人

員不足に陥

っている企

業が、継続

雇用を念頭

に人員数を

割出して補

充すれば、

埋もれている有能人材を発掘で

きる良い機会になるかもしれま

せん。驚異的な速さで進む IT社

会を振返り、見落としていた穴

を修復する良いチャンスでもあ

りそうです。世界中の工場が一

時封鎖される措置が執られ、心

なしか空気が清浄化されたよう

な気がします。Purification。 

 この状況下、海運業界に課題

が沸々と湧き上がっています。

COVID-19パンデミックによっ

て支障を来している船員交代で

す。通常船員は最長６ケ月船内

でお仕事ができるそうです。そ

の後は休養を取り、また乗船し

て働く。国際的な労働条件で

す。外国人船員に船員力の大半

を委ねる日本はただ事ではない

有事です。過去、海洋産業の陰

りから船員職を離れた方々に需

要がある？乗船に係る待機期間

を見据えた船員特区を港に設置

する案が考えられているくらい

ですから。 

 NPO法人 ALBERI DEL 

CACAO－カカオの木－は設立

当初にイタリアから輸入販売し

NPO法人 ALBERI DEL CACAO－カカオの木－ 
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経済 と 平和 

（雇用）と（安定） 

本来、人はお腹がすくと怒

りっぽくなってしまう傾向

にあるかもしれません。 

経済が成長し雇用が創出さ

れ略奪を必要としなくなる

生活が持続的な安定を生み

出すと考えます。 

・国際相互理解に基づいた

経済活動から平和を導き、

又、雇用創出により社会を

安定させる。 

・突然の社会の変化に対応

できるように常に基盤を整

えておく。 

この理念をもとに活動を展

開しています。 

食と経済 
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たチョコレート菓子

PAMPEPATOを愛知県児童養護

施設にプレゼントさせて頂いて

以来、毎年年賀状を送っていま

す。今年は海事振興連盟・海洋

立国懇話会、公益財団法人日本

船員雇用促進センター各位のご

協力を得て「船員になるために

は」資料を愛知県児童養護施設

３５か所にクリスマス・お正月

のプレゼントとして送付させて

頂きました。志ある子供達に適

切な情報を早期に提供できるよ

うに、前出の関係機関にご協力

いただき子供達の未来への橋渡

しをさせて頂こうと考えており

ます。日本人船員の高齢化が進

む昨今、輸送を底辺で支える英

知は何処に行ってしまうのだろ

うかと気をもんでいました。欧

州の海洋産業セミナーに参加し

た際は努めて海洋交流ができる

ように人脈を構築して参りまし

た。訪日欧州委員会委員の皆様

にも海事関係の学術交流を目指

していますとアナウンスしてい

ます。

 

 

日本とヨーロッパの距離       

 

COVID-19パンデミックによ

り注目を集めている課題が「病

院船」です。数年前アメリカの

病院船が日本に寄港しました。

今回の COVID-19パンデミック

有事にもニューヨークに停泊し

1000人といわれる患者収容能力

と最新設備に期待がかけられ任

務を遂行中です。ヨーロッパ主

要国もそれぞれ所管に合わせた

船舶病院船を所有しています。

所有：海軍／雇用・社会保険

省、用途：医療専用船／軍艦、

等々。日本も病院船を就航する

動きが 1995年から在り、今年

度補正予算に調査費用が計上さ

れています。調査費用？もう少

し急いでほしいなぁというのが

今回の現象を踏まえた正直な気

持ちです。 

「備えあれば患いなし」火器

は装備せずジュネーブ条約で保

護され災害に活躍可能な病院

船。戦争か平和か。所有管轄・

用途の側面から見た日本とヨー

ロッパの病院船定義。新たな視

点・新たな距離感です。
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目的及び事業 

 （目的） 

この法人は、ヨーロッパに移住している移民・難民や出稼ぎ労働従事者に係る問題に対

して、日本の国内での身近な経済活動を通して改善や解決を図り、ヨーロッパの雇用の

増進と地域の活性化に寄与する事を目的とする。 

 （特定非営利活動の種類） 

この法人は、（目的）を達成するため、次に掲げる種類の特定非営利活動を行う。 

 (1) 国際協力の活動 

 (2) 人権の擁護又は平和の推進を図る活動 

 (3) 職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動 

 （事業） 

この法人は、（目的）を達成するため、次の事業を行う。 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

 ①ヨーロッパにおける移民・難民、出稼ぎ労働従事者の雇用促進事業 
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